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報道関係者各位 

2016年 12月 19日 

株式会社レノバ 
 

軽米東西あわせて 128.8MW東北最大級の大規模太陽光発電 

軽米東ソーラー「設備整備計画」認定・プロジェクトファイナンス組成のお知らせ 

 

株式会社レノバ（本社：東京都千代田区大手町、代表取締役社長 CEO：木南 陽介、以下「レノバ」）は、大規模

太陽光発電所の設置を計画している軽米町（役場：岩手県九戸郡軽米町大字軽米 10-85、町長：山本賢一氏）に

て、11 月 22 日、農林水産省『農林漁業の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー電気の発電の促進に

関する法律（平成 26年 5月 1日施行）』に基づく林地開発行為等に係る設備整備計画の認定書を受領しました。 

 

 

【左：山本軽米町長、右：レノバ常務執行役員小川】 

 

本事業は岩手県九戸郡軽米町に位置する約 300 ヘクタールの山林等を活用して行います。今回建設する発

電設備は、出力約 80.8MW（モジュールベース）で、想定年間発電量は約 8,700 万キロワット時となり、一般家庭

の約 25,000世帯の年間使用電力量に相当します。2016年 12月中に着工を予定し、2019年 12月の運転開始

を目指しております。なお、同法適用による大規模太陽光発電所の認定事業としては、全国でも最大級の規模と

なります。 

 

発電所建設にあたって、軽米町より認定を受けた設備整備計画に基づき、地域の活性化・経済貢献への一翼

を担いつつ、周辺環境に配慮した工事を行ってまいります。また、着工から運転開始後まで、安全・防災に配慮し、

安全、安心な発電所を目指します。 

 

 

PRESS RELEASE 

 



HTTP://WWW.RENOVAINC.JP/ 株式会社レノバ IR広報室 

 

 

レノバは本事業の事業計画の策定から、開発プロセス全般を主導してまいりました。今後は、レノバ、NEC キャ

ピタルソリューション株式会社、芙蓉総合リース株式会社、三井住友ファイナンス＆リース株式会社が出資する匿

名組合事業として合同会社軽米東ソーラーが事業者となります。 

 

また、本事業では株式会社新生銀行、株式会社みずほ銀行、株式会社三井住友銀行を主幹事とするプロジェ

クトファイナンスを組成し、2016年 11 月 30日に融資契約を締結しました。また融資シンジケートには、岩手県地

元３行を含めた 16金融機関に参加いただいております。 

【50音順にて掲載】 

主幹事金融機関（MLA） 株式会社新生銀行、株式会社みずほ銀行、株式会社三井住友銀行 

融資シンジケート参加 

金融機関 

株式会社青森銀行、株式会社秋田銀行、株式会社岩手銀行、株式会社北日本

銀行、株式会社荘内銀行、株式会社中国銀行、株式会社東邦銀行、株式会社東

北銀行、株式会社栃木銀行、日本生命保険相互会社、株式会社北都銀行、株式

会社みちのく銀行、株式会社山形銀行 

 

本事業は同地区において、2016 月 5 月に軽米西ソーラー発電設備出力約 48MW（モジュールベース）を着工

し、2019年 7月の稼動を予定しています。東西あわせた同地区における発電設備出力約 128.8MW（モジュール

ベース）は、東北地域において最大級の発電設備容量（モジュールベース）規模となります。 

 

また、レノバは茨城県潮来市、千葉県富津市、静岡県菊川市、大分県玖珠郡九重町、栃木県那須塩原市、熊

本県菊池郡大津町にて、発電設備出力合計約 141.3MW（モジュールベース）の大規模太陽光発電所を運営・管

理しております。軽米町にて開発中である軽米西ソーラー、軽米東ソーラーの稼動後の発電設備出力合計は、約

270.1MW（モジュールベース）となる予定です。 

 

レノバは、経営理念として「グリーンかつ自立可能なエネルギー・システムを構築し枢要な社会的課題を解

決する」を掲げ、日本全国において再生可能エネルギーの開発事業を推進しております。 

再生可能エネルギー開発事業の推進にあたっては、地域の皆さまとの積極的な対話を通じて共生・発展を

めざしつつ、安心、安全、そして低環境負荷のエネルギー供給体制の実現に貢献してまいります。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【軽米東ソーラー・軽米西ソーラーイメージ図】 

 

 ≪リリースに関するお問い合わせ先≫ 

株式会社レノバ  IR広報室  TEL：03-3516-6263／E メール ir@renovainc.jp 

 




